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１．水の官民連携「ウォーターＰＰＰ」の概要 ①官民連携

3引用元：下水道における新たなPPP/PFI事業の促進に向けた検討会 第34回検討会

下水道分野では、下水道職員の不足（ヒト）・老朽化施設の増大（モノ）・使用料収入の減少（カネ）の課題があります。

このような状況への解決策の一つとして、民間企業のノウハウや創意工夫を活用した官民連携「ウォーターＰＰＰ」の活用が挙げられます。

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/content/001708808.pdf
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/content/001708808.pdf
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/content/001708808.pdf
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/content/001708808.pdf
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/content/001708808.pdf
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/content/001708808.pdf


１．水の官民連携「ウォーターＰＰＰ」の概要 ②概要

4引用元：ウォーターＰＰＰの概要 内閣府

水の官民連携「ウォーターＰＰＰ」は、コンセッション方式（レベル４）と管理・更新一体型マネジメント方式（レベル3.5）の総称になり

ます。

https://www8.cao.go.jp/pfi/actionplan/pdf/water_gaiyou.pdf
https://www8.cao.go.jp/pfi/actionplan/pdf/water_gaiyou.pdf


１．水の官民連携「ウォーターＰＰＰ」の概要 ③レベル3.5の４要件
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レベル3.5は、①長期契約（原則10年）、②性能発注、③維持管理と更新の一体マネジメント、④プロフィットシェアの４要件をすべて充足

する民間委託になります。

①長期契約

契約期間は、企業の参画意欲、地方公共団体の取組やすさ、スケールメリット、投資効果の発現、雇用の安定、人材育成等を総合的に勘案
し、原則10年とする。

②性能発注

性能発注を原則とする。ただし、管路については、移行措置として、仕様発注から開始し、詳細調査や更新等を実施した箇所から段階的に
性能発注に移行していくことも可能。
（性能発注の例）
・処理施設：処理後の水質が管理基準を満たしていること。
・管路施設：人員、時期、機器、方法等は受託者に委ねた上で適切に法定の保守点検（下水道法施行令第5条の12）を実施すること。

③維持管理と更新の一体マネジメント

維持管理と更新を一体的に最適化するための方式として、維持管理と更新を一体的に実施する「更新実施型」と、更新計画案の作成やコン
ストラクションマネジメント（CM）により地方公共団体の更新を支援する「更新支援型」を基本とする。

④プロフィットシェア

事業開始後もライフサイクルコスト縮減の提案を促進するため、プロフィットシェアの仕組みを導入すること。
（プロフィットシェアの例）
ケース①：契約時に見積もった工事費が、企業努力や新技術導入等で縮減した場合、縮減分を官民でシェアする。
ケース②：契約時に見積もった維持管理費が、企業努力や新技術導入等で縮減した場合、縮減分を官民でシェアする。

ケース 工事費 維持管理費 LCC縮減（プロフィット）

① ２縮減 ２

② ２縮減 ２

官 民

１ １

１ １

プロフィット
シェア



１．水の官民連携「ウォーターＰＰＰ」の概要 ④官民の役割分担・責任分担（民間委託後も管理者に残す役割・責任）
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法律上の最終責任や公権力の行使、災害対応等は松江市の役割です。

引用元：下水道分野における「水の官民連携」ガイドライン第3.0版 国土交通省

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html


１．水の官民連携「ウォーターＰＰＰ」の概要 ⑤交付金等の要件化
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令和９年度以降、汚水管の改築に係る国費支援に関して、国の交付金等を活用するには「ウォーターPPP導入を決定済み」であることが必要

です。

引用元：下水道分野における「水の官民連携」ガイドライン第3.0版 国土交通省

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
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松江市は、流域関連公共下水道（２処理区）を中心に汚水処理しています。

その他に特定環境保全公共下水道（8処理区）、農業集落排水事業（20処理区）、漁業集落排水事業（20処理区）、その他汚水処理（2処理

区）及び公設浄化槽により汚水処理を実施しており、大量のストックの維持管理・改築更新に苦慮している。

２．松江市の現状と課題 ①汚水処理事業の概要

9
引用元：令和７年版上下水道事業年報

令和７年度 下水道分野におけるウォーターPPP等の案件形成に向けた方策検討業務

地区名
行政区域内

人口

汚水処理
人口

（普及率）

公共
下水道

（普及率）

農業
集落排水
（普及率）

漁業
集落排水
（普及率）

コミュニティ
プラント
（普及率）

合併
浄化槽

（普及率）

松江 139,327
136,053
（97.7）

125,012
（89.7）

8,367
（6.0）

229
（0.2）

1,235
（0.9）

1,210
（0.9）

鹿島 5,607
5,607

（100.0）
4,460

（79.5）
71

（1.3）
1,008

（18.0）
－
－

68
（1.2）

島根 2,833
2,833

（100.0）
107

（3.8）
947

（33.4）
1,684

（59.4）
－
－

95
（3.4）

美保関 4,224
4,210

（99.7）
1,567

（37.1）
421

（10.0）
2,198

（52.0）
－
－

24
（0.6）

八雲 6,552
6,118

（93.4）
4,936

（75.3）
－
－

－
－

－
－

1,182
（18.0）

玉湯 7,398
7,349

（99.3）
7,192

（97.2）
－
－

－
－

－
－

157
（2.1）

宍道 7,967
7,965

（97.7）
7,593

（95.3）
335

（4.2）
－
－

－
－

37
（0.5）

八束 3,656
3,656

（100.0）
1,285

（35.1）
2,311

（63.2）
－
－

－
－

60
（1.6）

東出雲 15,571
15,549

（99.9）
14,911

（95.8）
422

（2.7）
－
－

－
－

216
（1.4）

合計 193,135
189,340
（98.0）

167,063
（86.5）

12,874
（6.7）

5,119
（2.7）

1,235
（0.6）

3,049
（11.6）

【松江市概要】

◆人口：19.4万人

◆担当職員数：24名

◆供用開始年：

処理場・ポンプ場 昭和56年

管 路 昭和56年

https://www.water.matsue.shimane.jp/shiryo/keikaku-shishin/jigyo-nenpo/


２．松江市の現状と課題 ②人員・体制（ヒト）
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【現状】

①職員数の不足（人手不足）

下水道業務を担当する職員は、技術職13名、事務職11名の計24名である。

②特定の年代への偏り

職員総数24名のうち40歳以下は3名しかおらず、職員の高齢化が顕著である。

③技術職員の不足

ある程度確保できているが、高齢化が進んでいるため、今後職員不足が見込まれる。

引用元：令和７年度 下水道分野におけるウォーターPPP等の案件形成に向けた方策検討業務

【想定される課題】

• 職員の高齢化が顕著であり、技術継承

がうまく進まない。

• 管路更新等の小規模工事が増加する場

合、職員負担の増加が懸念される。

無策で迎える
将来

※短時間勤務職員を0.5人カウント



２．松江市の現状と課題 ③資産（モノ）
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【現状】

①工事量の増加

改築工事に加えて、農業集落排水施設を廃止し公共下水道への統合を計画している。

②老朽化した施設

処理場（特環、農集、漁集の一部）は、最も古い施設で約40年が経過している。

③維持管理

不明水の流入により排水不良が生じ、その対応に追われている。

集落排水事業の管路施設の調査業務が進んでいない。

【想定される課題】

• 継続的な改築更新の実施

• 経過年数の状況より、今後、土木・建

築施設の修繕等が増加することが想定

される。

• 管路の老朽化等による不明水対策が必

要となる。

無策で迎える
将来

【事業】
• 流域関連公共下水道  ２処理区
• 特定環境保全公共下水道 ８処理区
• 農業集落排水施設   ２０処理区
• 漁業集落排水施設   ２０処理区
• し尿処理施設   ２処理区
• 公設浄化槽    ９１５基

【施設数】
管路延長（Ｒ５時点）
• 流域関連公共下水道  約1,073km
• 特定環境保全公共下水道 約 103km
• 農業集落排水施設   約 257km
• 漁業集落排水施設   約 60km
• し尿処理施設   約 6km

マンホールポンプ（R6末）
• 流域関連公共下水道  360基
• 特定環境保全公共下水道 138基
• 農業集落排水施設   313基
• 漁業集落排水施設   116基
• し尿処理施設   111基

引用元：令和７年版上下水道事業年報

https://www.water.matsue.shimane.jp/shiryo/keikaku-shishin/jigyo-nenpo/


２．松江市の現状と課題 ④財務（カネ）
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【現状】

①経営の効率性

汚水処理原価が類似団体よりも高い状況である。

②経営の健全性

事業全体で経常収支比率は100%を超えており、事業全体で均衡が保たれている。

③今後の収支予測

現時点では当面利益を確保しながら事業実施が可能であるが、人口減少による収益

の減少や燃料価格の高騰などにより、経常収支は徐々に悪化し、令和12年度にマイナ

スとなる見込み。

【想定される課題】

• 今後の人口減少による使用料収入の減

少を踏まえると事業効率化による維持

管理費の削減や料金改定が必要となる。

• ストックマネジメントの導入により、

計画的な事業実施を行うことで支出の

平準化を図る必要がある。

無策で迎える
将来

将来の収支予測経営指標による類似団体比較

引用元：第１次 松江市上下水道事業経営計画の進行管理(令和７年度)

第１次 松江市上下水道事業経営計画の進行管理(令和７年度）概要版

https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/R7keikaku_1.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/R7keikaku_1.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/R7keikaku_1.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/R7keikaku_1.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/R7keikaku_1.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/R7keikekugaiyou_1.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/R7keikekugaiyou_1.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/R7keikekugaiyou_1.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/R7keikekugaiyou_1.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/R7keikekugaiyou_1.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/R7keikekugaiyou_1.pdf
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Ｑ：パターンＢへの参入意向Ｑ：島根県・松江市・安来市を
「個別」で事業実施するか、
「一体」で事業実施するか。

３．松江市の検討状況 ①Ｒ６年度業務（島根県との検討）

14引用元：島根県宍道湖流域下水道事業等におけるウォーターＰＰＰ導入可能性調査に係る民間市場調査結果

【松江市の汚水処理の概要】

• 松江市の汚水処理は、市街化区域を中心に宍道湖流域関連公共下水道が昭和56年に供用開始した。流域関連公共下水道の汚水処理量は松

江市全体の約9割となっている。

• 一方、残りの約1割の汚水処理について、特定環境保全公共下水道8処理区、農業集落排水20処理区、漁業集落排水20処理区、その他2処

理区及び、公設浄化槽915基で行っている。その大量のストックの適切な維持管理、老朽化した施設の適切な改築、耐震化に苦慮している

状況である。

【導入調整会議の立上げ】

• 島根県、出雲市、安来市と共にウォーターＰＰＰ導入可能性調査業務において導入検討を進めた。

① 松江市の業務対象施設は、すべての汚水処理施設を含めた検討を要望。

② 他自治体の対象施設及び検討状況を勘案し、流域関連公共下水道を対象に検討スタート。

③ 他分野連携や維持管理体制を勘案し、出雲市が導入調整会議から離脱。

④ 流域関連公共下水道（東部処理区）を対象に検討を再スタート。

サウンディング調査の対象とした事業スキーム

https://www.pref.shimane.lg.jp/infra/jyoge/gesui/yakuwari/zigyousya/index.data/tyousakekka.pdf


３．松江市の検討状況 ②Ｒ７年度業務（モデル都市支援） １／３

15引用元：国土交通省モデル都市支援「下水道分野におけるウォーターPPP等の案件形成に向けた方策検討」の結果について

【松江市の目標】

• 松江市の下水道分野で抱える課題（ヒト・モノ・カネ）を解決するには、すべての汚水処理施設をバンドリングするウォーターＰＰＰを

導入したい。

下水道の持続性向上のため、ウォーターPPP等のPPP/PFI（官民連携）の案件形成に向けて、他分野、他地方公共団体との連携等、先進的な

ウォーターPPP等の導入を検討するモデル都市（地方公共団体）を支援し、その成果の全国への横展開することを目的に検討スタート。

案①
ウォーターPPP（レベル3.5）更新支援型／

汚水処理事業全て

案②
ウォーターPPP（レベル3.5）更新支援型／

下水道事業と東部地区の集落排水事業

概要

事業期間 10年間 10年間

対象施設
【施設】本市が保有する汚水処理事業の全施設を対象
【管路】本市が保有する汚水処理事業の全管路を対象

【施設】本市が保有する下水道事業の
全施設及び東部地区の集落排水事業の施設を対象

【管路】本市が保有する下水道事業の
全管路及び東部地区の集落排水事業の管路を対象

業務範囲
【施設】運転管理、保守点検、水質汚泥分析試験、ユーティリティ調達、補修修繕、処理場の更新計画案策定
【管路】点検・調査、清掃、修繕対応等の維持管理、管路の計画策定、管路の更新計画案策定

https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/WPPP_pre-sounding.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/WPPP_pre-sounding.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/WPPP_pre-sounding.pdf
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16引用元：国土交通省モデル都市支援「下水道分野におけるウォーターPPP等の案件形成に向けた方策検討」の結果について

選択肢

回答数

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
処理場・

ポンプ場関連
管路関連 計

①事業参画する上で
案①が望ましい

5 2 1 8 （25％）

②事業参画する上で
案②が望ましい

4 4 5 13 （41％）

③どちらともいえない 4 5 2 11 （34％）

計 13 11 8 32

【質問内容】

現在、市が予定している以下のスキームについて、参画する場合の
お考えをご回答ください。

【質問内容】

本市のウォーターPPPでは公共下水道事業と集落排水事業等を一体事
業とする検討をしておりますが、事業者として参画する場合のお考
えをご回答ください。

選択肢

回答数

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
処理場・

ポンプ場関連
管路関連 計

①事業参画は可能 2 2 0 4 （13％）

②条件が整えば
事業参画は可能

9 6 4 19 （59％）

③事業参画は難しい 1 3 2 6 （19％）

④どちらともいえない 1 0 2 3 （9％）

計 13 11 8 32

肯定的意見

▶ 公共下水道事業と集落排水事業を一体的に取り組むことに
対し、参画可能とする企業が多数

▶ 同一地域の同様の汚水処理施設については、バンドリング
を行うことで経営の効率化が図られるとの考え

懸念点

▶ 公共下水道事業と集落排水事業では、策定する計画の手続
きや基準、提出図書等が異なるため、それぞれの事業に応
じた具体的な実施内容の明示が必要

▶ 集落排水事業等は、浄化槽（一般廃棄物）関連の許認可が
必要であるため、下水道事業との両立は困難との指摘

案①を支持する
企業の意見

▶ 事業範囲を広げることで効率性やコスト削減への期待

▶ ただし、事業範囲が広すぎる場合には課題が生じる可能性
があるため、段階的な拡大を提案する意見

▶ 下水道事業全体を包括的に運営する方が効率的であるとの
意見

案②を支持する
企業の意見

▶ 事業範囲を絞り込むことで、事業開始時の課題（例：関係
者間の意思疎通方法の確立、対象施設の特性の理解等にあ
たり時間、労力を要する。）を軽減することが可能との意
見

▶ 現契約の延長線上であるため、スムーズな業務移行が実現
できるとの考え

▶ バンドリング対象の事業が多岐にわたる場合、コンソーシ
アムの組成や運営に課題が生じる可能性を懸念する意見

https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/WPPP_pre-sounding.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/WPPP_pre-sounding.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/WPPP_pre-sounding.pdf
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17引用元：国土交通省モデル都市支援「下水道分野におけるウォーターPPP等の案件形成に向けた方策検討」の結果について

年度
2026年度
（R8年度）

2027年度
（R9年度）

2028年度
（R10年度）

2029年度
（R11年度）

導入可能性調査

事
業
開
始

入札・公募準備

実施方針公表

入札・公募

事業者選定

契約締結
引継ぎ

８
月
：
意
見
交
換
会

入札・公募準備

実施方針公表

入札・公募開始

事業者選定

契約締結

引継ぎ

事
業
ス
キ
ー
ム
決
定

松江市における水の官民連携「ウォーターＰＰＰ」事業の事業開始までの手続き・所用期間等を整理したロードマップ（案）を以下に示しま

す。

https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/WPPP_pre-sounding.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/WPPP_pre-sounding.pdf
https://www.water.matsue.shimane.jp/files/uploads/WPPP_pre-sounding.pdf
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４．松江市が想定する応募企業 ①応募グループの構成（案）
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【応募グループの構成（案）】

松江市が目標とする事業スキームは、業務対象施設及び業務内容が多岐にわたります。特別目的会社（SPC）を要件とする場合、受託者に設

立・運営等に関する負担が発生することから、入札参加にあたり特別目的会社（SPC）の設立を要件にはしないことを検討しています。

なお、特別目的会社（SPC）の設立を妨げるものではありません。

引用元：下水道分野における「水の官民連携」ガイドライン第3.0版 国土交通省

• レベル3.5の受託者として、複数の民間事業者等（受託者

グループ）を想定しています。

• JVが受託者となる場合、維持管理と更新一体マネジメント

の観点から維持管理を担う民間事業者と改築更新計画策定

を担う民間事業者間で一体に事業実施できる体制になって

いる必要があります。

• JVの場合は民-民間の責任分担等、SPCの場合は追加で設

立・運営等に関する負担が受託者に発生します。

レベル3.5の受託者（イメージ）

入札・公募条件の設定等は管理者の適切な判断となります。

今後、必要十分な情報開示に基づく官民対話の繰り返し等を

踏まえて正式に決定します。

計画関係
計画関係

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
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【参加資格（案）】

松江市が目標とする事業スキームは、業務対象施設及び業務内容が多岐にわたります。

応募企業（代表企業）に求める参加資格要件は、下表のとおり検討しています。

事業分類 業務分類 業務詳細 参加資格

公共・特環
維持管理業務

施設の維持管理 下水道法施行令第15条の3に規程する下水道技術者を配置できること。

汚泥の運搬 産業廃棄物収集運搬業を有する法人

農集・漁集
し尿・浄化槽

維持管理業務

施設の維持管理 浄化槽保守点検業及び浄化槽清掃業を有する法人

汚泥の運搬 許可を要しない

公共・特環
農集・漁集
し尿・浄化槽

計画策定業務
改築更新
計画策定

下記のいずれかの資格を有する者を管理技術者と照査技術者にそれぞ
れ配置できること。
・技術士（上下水道部門または総合技術監理部門）
・RCCM（下水道）

※応募グループの場合は、受託者の役割分担に基づきJVの構成員のうち１社が該当してればよい。

応募グループのイメージ

参加資格要件（案）

松
江
市

維持管理業務：Ａ社

契約

維持管理業務：Ｂ社 計画策定業務：Ｃ社

協
力
企
業

修繕業務：Ｄ社

電気工作物保安業務：Ｅ社

水質分析業務：Ｆ社

再委託

JV設立

受
託
者

代表企業

メンバーメンバー

JV設立JV設立



４．松江市が想定する応募企業 ③技術者の配置要件（案）
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【参加資格（案）】

松江市が目標とする事業スキームは、業務対象施設及び業務内容が多岐にわたります。

技術者の配置要件は、下表のとおり検討しています。

なお、これら以外に業務遂行にあたり必要となる有資格者の配置については、各種法令に準拠するものとします。

技術者の配置要件（案）

技術者 業務概要 資格要件

統括管理責任者 事業全体の管理

下記のいずれかの資格を有する者

・技術士（上下水道部門または総合技術監理部門）

・下水道法第22条に規定する資格者

副統括管理責任者 統括管理責任者の補佐及び代行

下記のいずれかの資格を有する者

・技術士（上下水道部門または総合技術監理部門）

・下水道法第22条に規定する資格者

施設管理責任者

（下水道法）
下水道法に規定する施設の維持管理 ・下水道法施行令第15条の3に規定する技術者

施設管理責任者

（浄化槽法）
浄化槽法に規程する施設の維持管理 ・浄化槽技術管理者の資格を有する者

管理技術者 改築更新計画策定

下記のいずれかの資格を有する者

・技術士（上下水道部門または総合技術監理部門）

・RCCM（下水道）

照査技術者 改築更新計画策定

下記のいずれかの資格を有する者

・技術士（上下水道部門または総合技術監理部門）

・RCCM（下水道）

※応募グループの場合は、受託者の役割分担に基づきJVの構成員のうち１社が該当してればよい。



４．松江市が想定する応募企業 ④地元企業の参画（案）
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【地元企業の参画（案）】

下水道の維持管理は24時間365日、緊急的な対応が求められます。このため、地元企業の寄与によって成り立っており、地元企業の協力は

重要であると考えています。

レベル3.5における地元企業の参画については、松江市内の地元企業が参画しやすい入札・公募条件の設定を検討しています。

引用元：下水道分野における「水の官民連携」ガイドライン第3.0版 国土交通省

入札・公募条件の工夫（例）地元企業の参画（案）

【例】・熊本県荒尾市 ：市内の管工事共同組合を構成企業として参画させることを応募資格として公募型プロポーザル方式を実施された。

・沖縄県宜野湾市 ：プロポーザルへの参加について、いずれかの構成員の本店所在地が同市内であることを求められた。

・大阪府河内長野市：地元企業の活用や参画を企画提案項目に設定し、技術評価点への加点要素として公募された。

松江市

応募グループＡ 応募グループＢ 応募グループＣ

代表企業
（リーダー）

メンバー

代表企業
（リーダー）

メンバー

代表企業
（リーダー）

メンバー

地元企業はいずれのグループにも参画可能

入札参加

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_001027.html
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